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１ 研究の目的 

 現行の学習指導要領では、第 1 学年で生物の外部形

態に着目した分類、第 2 学年では生物の内部構造及び

その働きについて学習することとなり、生命領域の学

習内容が前回から大きく変更された。 

 第 1 学年で学習する生物の分類については、いろい

ろな生物の観察から特徴を見いだして、その特徴に基

づいて観点や基準を設定し、分類することが求められ

ている。植物においては、各器官の外部形態の観察を

通して分類を行うが、観察が容易な花のつくりや葉の

葉脈の形状によって行われることが多い。一方で、子

葉や根の観察は容易ではない。生徒が自ら設定した観

点や基準に基づいて分類する学習を充実させるため

に、子葉や根の観察は不可欠であり、簡便に観察でき

る方法と指導法の検討が必要である。 

 根の様子を観察できる教材の開発については、これ

までに通常の吸水性ポリマーを用いた先行研究があ

る。最近では、オオムギ種子根の伸長角度に関する研

究において、メビオール株式会社が開発した植物用保

水材「SkyGel🄬」（以下、SkyGel と表記）を培地とし

て用いて目視で根の成長過程を観察し、大きな成果を

得ている。 

そこで、我々は植物の分類の単元において SkyGel

を用いた教材を検討した。SkyGel 培地（以下、培地と

表記）に播種し、発芽から発根の様子を継続的に観察

することで、生徒が子葉や根の特徴を見いだし、それ

に基づいて植物を分類することが期待できる。 

本研究では、培地での根の観察に適した植物種につ

いて検討した。また、開発した教材を用いて植物の分

類についての検証授業を行い、生徒の「主体的・対話

的で深い学び」を実現し、探究的な学習の過程を通じ

て植物を様々な視点から観察し、資質・能力を育成す

る指導法について検討した。 

２ 研究方法 

2.1 SkyGel培地 

 植物の根は主に土中で成長するため、その様子を観

察するためには丁寧に掘り出して土を除去する必要

がある。また、観察に適した植物の子葉を探して用意

するにも時間がかかる。そこで、無色透明で植物を成

長させやすい SkyGel 培地を用意して、これで植物を

発芽・発根させることにした。 

容量 200 mL 程度のプラスチックまたはガラス製の

容器に、煮沸消毒した水 100 mL に SkyGel 0.6 g の割

合で入れて攪拌した。攪拌前には、カビ発生防止のた

めに 100 倍に希釈した台所用漂白剤をスポイトで 2、

3 滴加えた。15～20 分後に膨潤して培地が完成する。

SkyGel は紫外線によって分解されるため、アルミニ

ウム箔で覆うなどして、直射日光の当たらない風通し

の良い場所に置いた。なお、準備に要する時間を削減

するため、一連の操作は授業中に生徒に行わせた。 

2.2 植物種の準備 

 図 1 のように、単子葉類 7 種類、双子葉類８種類の

 

図 1 根の観察に適した植物種 

分

類
名前 科名・属性 根が観察可能か 観察可能までの日数

アワ（モチアワ） イネ科エノコログサ属 × -

ハダカムギ（モチムギ） イネ科オオムギ属 × -

エンバク（ペットグラス） イネ科カラスムギ属 〇 6日

トウモロコシ イネ科トウモロコシ属 〇 12日

タマネギ ヒガンバナ科ネギ属 × -

ニラ ヒガンバナ科ネギ属 × -

ネギ ヒガンバナ科ネギ属 × -

ブロッコリー アブラナ科アブラナ属 △ 6日

ハツカダイコン アブラナ科ダイコン属 〇 5日

タンポポ キク科タンポポ属 × -

ヒマワリ キク科ヒマワリ属 〇 6日

カンシロギク（ノースボール） キク科フランスギク属 × -

カーネーション ナデシコ科ナデシコ属 × -

エンドウ（トウミョウ） マメ科エンドウ属 〇 6日～14日

ソラマメ マメ科ソラマメ属 〇 7日
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種子を用意した。種子表面の常在菌の殺菌のために、

500～1000 倍に希釈した台所用漂白剤に 5～10 分浸

した後、培地上に置いた。 

2.3 開発した教材を用いた授業での指導法の検討 

 本研究で開発した「培地で成長させた植物」の観察・

分類は、単子葉類・双子葉類の分類の前に行うことと

した。これは、生徒が花のつくりや子房の有無による

植物の分類を経験しているため、単子葉類・双子葉類

の特徴に基づく分類の導入として位置付けることで、

次時の学習が従来よりも自然な流れとなることを期

待したものである。 

３ 根の観察に適した植物種の検討 

3.1 植物種の検討 

 図 1 より、培地で根を観察できた植物は、単子葉類

ではエンバク、トウモロコシの 2 種類、双子葉類では

ヒマワリ、ハツカダイコン、エンドウ、ソラマメの 4

種類であった。他の植物種は、発根しない、もしくは

観察できるほどには成長しなかった。 

3.2 エンバク（図 2a） 

 図 2a は播種後 6 日目の根の様子を示している。種

子から複数の根が伸びていることから、ひげ根である

ことが分かる。 

3.3 トウモロコシ（図 2b） 

 図 2b は播種後 12 日目の根の様子を示している。エ

ンバクと同様に種子から複数の根が伸びていること

から、ひげ根であることが分かる。 

3.4 ヒマワリ（図 2c） 

 図 2c は播種後 6 日目の根の様子を示している。中

央に主根が見られ、そこから分岐した側根を観察でき

る。 

3.5 ハツカダイコン（図 2d） 

 図 2d は播種後 5 日目の根の様子を示している。主

根と側根が観察できる。 

3.6 エンドウ（図 2e） 

 図 2e は播種後 12 日目の根の様子を示している。主

根と側根が観察できる。 

3.7ソラマメ（図 2f） 

 図 2f は播種後 7 日目の根の様子を示している。主

根と側根が他の植物種より太いため観察しやすい。 

４ 検証授業 

検証授業は、第 2 学年 27 名のクラスで行った。今

回、第 2 学年の生徒を対象に行った理由は後述する。 

4.1 検証授業で育てたい資質・能力 

 植物の花以外のつくりを観察し、生徒が自ら設定し

た観点や基準に基づいて分類するという探究的な学

習を通じて、主体的に学習に取り組む態度の育成を目

指す。 

4.2 準備 

 授業では、図 3 に示したヒマワリ（A）、エンバク（B）、

エンドウ（C）、トウモロコシ（D）を用いた。各植物

は授業の 2 週間前に培地に播種し、3～4 人の班に 1 種

類ずつ用意した。 

4.3 授業の流れと様子 

 導入では、第 1 学年で学習した花のつくりや葉の葉

脈を観点にして分類したことを確認した。その後、本

時のねらいである「花以外の部分に着目して植物を分

類しよう」について確認した。 

植物を分類する前に生徒には 4 種類（Ａ～Ｄ）の植

物の名前を伝えた。最初に A と B を生徒に配布し観察

させ、2 つの植物を観察させ、特徴を見いだして共通

点・相違点をワークシートに記入させた。その後 C を

 

a：エンバク b：トウモロコシ 

c：ヒマワリ d：ハツカダイコアン 

e：エンドウ  f：ソラマメ 

図 2 各植物の根の様子 
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配布し、ワークシートに記入した特徴から観点と基準

を設定して、C が A と B のどちらの仲間かを班で考察

させた。その後、D を配布し、同様の方法で分類させ

た。 

 植物の分類後は、他の班と結果を共有した。その際、

分類の観点や基準を説明させた。 

 最後に、学習全体を通して感じたことを生徒に発表

させた。 

生徒が分類した結果には 2 パターンあった。パター

ンⅠは「A、C」と「B、D」、パターンⅡは「A、C、D」

と「B」であった。パターンⅠでは、根の太さ、子葉の

枚数、茎の色を観点とし分類していた。パターンⅡで

は根の形（枝分かれがあるか）を観点として分類して

いた。 

他の班と分類の結果を共有した際には、生徒同士で

「なんでこうしたの？」といった発言があり、納得す

るまで追究しようとする様子が見られた。 

4.4 質問紙調査（事前・事後） ※別紙参照 

 アンケートの調査対象は第 2 学年 4 クラス合計 102

名である。質問紙調査 Q1 と Q2 の事前調査・事後調

査の結果をそれぞれ図 5、図 6 に示す。 

Q1 の質問では、観点や基準を意識して観察するこ

とに前向きな回答（ア・イ）が 53％から 77％に向上

した。これは、本時の授業が生徒の分類に関する見方・

考え方を明確にし、身近な植物を分類しようとする態

度を育むことに有効であったためだと考えられる。ま

た、今回は発芽・発根や成長の様子を一定期間観察さ

せてきたことで、教材に対する関心が高まっていたこ

とも一因であると分析している。 

Q2 の質問では、事後は葉脈、子葉の数、根のつくり

と回答する生徒数が大幅に増えた。これは、これまで

感覚的であった分類の仕方が、観点や基準に基づいた

より科学的なものに改善したためだと考えられる。 

事後調査 Q3 では、SkyGel を用いた授業の感想につ

いて、「根のつくりまで見えたのが分かりやすかった」

「主根・側根やひげ根が見やすかった」「土の中でもこ

んなふうに根を張るのかなと思うと面白かった」「横

から根が見えるのが良かった」など、根の観察が生徒

の興味・関心を引き出していたことが分かる。これら

 

図 3 植物を観察・分類している様子 

 

A：ヒマワリ  B：エンバク  

C：エンドウ  D：トウモロコシ 

図 3 授業で用いた植物の様子 

A：ヒマワリ  B：エンバク  

C：エンドウ D：トウモロコシ 
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「植物の分類について、日常生活の中で自分の観点や基準で考えな

がら観察したことがありますか？」 

ア. 日常生活の中で分類の基準や観点を考えながら観察している。 

イ. たまに分類の基準や観点を考えて観察している。 

ウ. ほとんど考えたことがない。 

エ. 植物の観察をしない。 

図 5 質問紙調査 Q1 の事前・事後調査の結果 

10

43

28

19

22

55

14

10

0 10 20 30 40 50 60

ア

イ

ウ

エ

回答率（％）

事前調査
事後調査



の根をじっくりと観察して分類するという学習活動

が充実していたため、Q2 では植物を分類する観点と

して「根のつくり」を挙げる生徒が大幅に増えたと考

えられる。 

さらに、生徒の感想には「自分の好きな所を選んで

細かく観察することができた」「自分では思いつかな

った見方（葉脈で判断することを班員に教えてもらっ

た）ができるのが面白かった」「根や子葉、葉脈など一

つの見方はなく、それぞれの班の考えがあり、面白か

った」といった感想も見られた。以上のことから、生

徒は様々な視点から植物を観察して探究的に分類し

ており、「主体的・対話的で深い学び」が実現できてい

た。また、特にワークシートの記述から、前時までに

身に付けた知識を活かして、自分なりに分類しようと

する態度を育成できたことが見取れた。 

５ まとめ 

5.1 成果 

 本研究では、SkyGel 培地での根の観察に適した植

物種について検討し、開発した教材を用いて植物の分

類についての検証授業を行い、植物の分類に関する資

質・能力を育てる指導法について検討した。 

 根の観察に適した植物種については、単子葉類と双

子葉類で複数の植物種において根の観察が可能なこ

とを明らかにした。 

 また、生徒のアンケートの結果から、SkyGel を用い

て植物を栽培して観察させることで生徒が様々な視

点から植物を観察し、複数の特徴を見いだして分類す

る活動が可能となり、「主体的・対話的で深い学び」を

実現できたと言える。 

5.2 課題・今後の展望 

検証授業は 10 月に行ったため、植物種によっては

水耕栽培に向いているかどうかや温度などの条件に

より、種子の発芽・発根やその後の成長に影響があっ

たと考えられる。本来、植物の分類は、4～5 月に行う

内容であるため、その時期に適した植物種の検討が必

要である。 

また、植物の分類は第 1 学年で扱う内容であるが、

今回の検証授業は研究の都合により第 2学年で行った。

来年度は複数の学校の第 1 学年で検証授業を行い、

SkyGel を用いた授業の効果を検証したい。 
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「花のつくりや花があるかないか以外の観点や基準で分類す

るとしたらどのような観点や基準で分類しますか？」 

図 4 質問紙調査 Q2 の事前・事後調査の結果 

事前 事後

葉脈 14 35

子葉の数 6 34

根のつくり 2 43

葉の形 7 1

葉の大きさ 5 1

生えている場所 6 3

色 5 3

茎 4 7
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理科学習指導案 

 

１ 単元名   「いろいろな生物とその共通点」 

 

２ 単元の目標 

 身近な植物の外部形態の観察を行い、その観察記録などに基づいて、共通点や相違点があることを見

出して、植物の体の基本的な作りを理解すること。また、その共通点や相違点に基づいて植物が分類で

きることを見いだして理解すること。 

 

３ 指導観（単元観） 

 学習指導要領では、いろいろな生物の観察から特徴を見いだして、その特徴に基づいて観点や基準を

設定し、分類することが求められている。 

 小学校では、第５学年で「植物の発芽、成長、結実」、第６学年で「植物の養分と水の通り道」につい

て学習している。また、中学校第１学年では本時までに、「合弁花・離弁花の被子植物の共通点と相違点

を見いだし、花の基本的なつくりを理解すること」、「裸子植物の花を観察させて被子植物と比較して相

違点を見いだし、種子植物が被子植物と裸子植物に分類できること」を学習している。 

本時では、日常では観察しにくい子葉を含む葉や根のつくりに注目して分類を行うことで、生徒の学

習意欲を喚起し、生徒が自然の事物・現象に進んで関わり、主体的に学習に取り組もうとする態度を育

てることを目標としている。 

 

４ 指導計画（全８時間中の第５時間目） 

時間 指導のねらい・学習活動 
重 

点 

記 

録 
備考 [記録方法] 

１ 

・離弁花,合弁花を分解して花のつくりを

観察し,規則性や共通点と相違点について

考える。 

知  

・分解した花のつくりを,各部分に分

けて順番にテープで貼り,特徴を記録

することができる。 

２ 

・観察の結果を基に離弁花、合弁花の花の

つくりについて話し合い,規則性や共通点

と相違点を見いだす。 

思 〇 

・観察記録に基づいて,花のつくりの

規則性や共通点と相違点を見いだすこ

とができる。[記述分析] 

３ 

・一つの植物の花と果実を比較し,果実や

種子はどのつくりが変化したものか考え

る。 

思  

・果実や種子のでき方を,花のつくり

と関連づけて考察することができる。 

４ 

・マツの花を観察して花のつくりと特徴を

見いだし,裸子植物と被子植物の共通点と

相違点を見いだす。 

思 〇 

・マツの花のつくりの特徴を見いだ

し,被子植物との共通点と相違点を,見

いだすことができる。[記述内容] 

５ 

(本時) 

・花以外のつくりに着目して植物を分類し

ようとする。 

 
態 〇 

・花以外の植物のつくりの観察を通じ

て、共通点や相違点を見いだして、観

点や基準を設定して分類しようとして

いる [記述内容] 

６ 

・双子葉類の植物と単子葉類の植物を観察

し,子葉の枚数,葉や根のつくりで分類でき

ることを見いだす。 

知 〇 

・葉や根のようすを観察し,結果を表

などにまとめて記録することができ

る。[記述内容] 

７ 

・シダ植物やコケ植物のように,胞子でふ

える植物について理解する。 知  

・種子をつくらない植物にはシダ植物

やコケ植物があり,胞子でふえること

を理解する。 

８ 

・提示された植物を、これまでに学習した

特徴に基づいて分類する。 
態 〇 

・これまでに学習してきた植物の特徴

をふり返り,共通点や相違点に基づい

て植物を分類しようとしている。[行動

観察・記述内容] 
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５ 本時（全８時間中の第５時間目） 

（１）授業のねらい 

    花以外のつくりに着目して、主体的に植物を分類しようとする態度を育成する。 

（２）評価規準 

    花以外のつくりに注目して特徴を見いだし、共通点や相違点に基づいて植物を分類しようとし

ている。 

（３）指導と評価の流れ 

 

○学習内容 ・学習活動 指導上の留意点・配慮事項 

学習活動に即した 

具体的な評価規準 

（評価方法） 

導入 

５分 

・前時を振り返る。 

・本時の課題「花以外の

部分に着目して、植物

を分類しよう」を確認

する。 

・前時の振り返りから、花以外の部分で

特徴を見いだすにはどこを見るとよ

いか問いかける。 

・SkyGel🄬培地を用いると、子葉と根が観

察できることに着目させる。 

 

展開１ 

１０分 

 

 

・2 種類の植物を観察し

メモを取る。 

・班で情報を共有しなが

ら進めていく。 

 

 

・観察したときの特徴を、タブレット端

末を用いて撮影する。 

・植物 A は双子葉類、植物 B は単子葉

類とする。 

 

 

主体的に植物の特徴

を見いだそうとして

いる。（記述内容） 

展開２

１５分 

 

 

・植物 C、植物 D を順に

加えていく。 

・植物 C を加えたところ

で分類の観点と基準を

設定させる。 

 

 

・他者の意見も参考にしながら、自分で

考えた共観点や基準で分類をさせる。 

・植物 C は双子葉類、植物 D は単子葉

類とする。 

 

 

観点や基準を設定し

て植物を分類しよう

としている。（記述内

容） 

展開３ 

１０分 

 

 

 

・意見交換をする。その

際、自分の考えをより

妥当なものにするため

の参考にする。 

 

 

・観察植物は席に置いたままなので、タ

ブレットで撮影した写真を用いて、説

明するときに伝えるようにしておく。 

 

 

 

まとめ 

１０分 

・自分の班に戻り、他の

班で得た情報を共有す

る。 

・ワークシートに振り返

りを記入する。 

・指名された生徒が気付

いた特徴と分類の観点

と基準について発表す

る。 

・他者の意見を取り入れている内容があ

る生徒がいれば、その生徒を選んで発

表させる。 

 

 

 

  

課題２：観点や基準を決めながら、2 つのグループに分類してみよう。 

課題１：植物 A と植物 B を観察し、特徴や共通点、相違点を記入しよう。 

課題３：他の班と意見交換しよう。 
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花以外の部分に着目して、植物を分類しよう 
 

＜観察＞ 

１．指示された二つの植物を観察し、共通点や相違点を考えながら特徴を記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

２．植物 C の特徴を記入する。3 つの植物を観点と基準を考えながら分類する。 

３．植物 D の特徴を記入し、観点と基準を考えて、分類する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４. 他の人の意見 

５．今回の授業の振り返り（自分の学習、他の人との意見）、新たな発見、疑問などを書く 

 

  年  組  番  氏名：                 

 

A.（      ）            B.（       ） 

<C の特徴>                  （     ）と（    ）は同じ仲間 

 

                           

  （     ）は別の仲間 

 

 

<D の特徴>  

 
 

＜分類する上で考えた基準と観点＞ 

 

 

 

[グループ１]                 [グループ２] 


